
入
札
談
合
疑
惑
に
つ
い

て
今
ま
で
ど
ん
な
調
査
を
し
て

き
た
の
か
。
公
正
取
引
委
員
会

へ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
通
報

し
た
の
か
。

談
合
情
報
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
談
合
情
報
報

告
書
、
事
情
聴
取
書
、
入
札
調

書
を
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局

へ
送
付
し
ま
し
た
。

疑
惑
が
持
た
れ
た
４
つ

の
工
事
に
つ
い
て
、
入
札
積
算

内
訳
書
の
再
調
査
の
結
果
は
。

各
業
者
と
も
積
算

を
行
い
、
入
札
金
額
を
決
定
し

て
い
る
た
め
、
談
合
の
事
実
ま

で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

市
の
高
齢
化
率
が
26
％

を
超
え
て
い
る
。
買
い
物
等
に

も
苦
慮
し
て
い
る
。
市
全
域
の

交
通
弱
者
対
策
は
。

バ
ス
に
対
し
、
ど

の
程
度
の
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
、
高
齢
者
が
使
い
や
す
い

バ
ス
と
は
な
ど
に
つ
い
て
、
現

在
検
討
し
て
い
ま
す
。

国
道
17
号
綾
戸
か
ら
桜

の
木
ま
で
の
２
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
区
間
が
来
年
４
月
か
ら
廃

止
に
な
る
と
聞
く
。
こ
の
路
線

の
負
担
金
は
い
く
ら
か
。
対
策

を
講
ず
る
考
え
は
。

負
担
金
は
78
万
９

千
円
で
す
。
今
後
は
影
響
を
受

け
る
自
治
会
等
と
意
見
交
換
し

な
が
ら
、
廃
止
区
間
の
利
用
ニ

ー
ズ
、
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
無
料

化
は
市
長
の
持
論
で
す
。
無
料

化
の
継
続
と
拡
充
の
考
え
は
。

平
成
21
年
３
月
議

会
で
「
渋
川
市
通
学
バ
ス
条
例
」

が
議
決
さ
れ
、
４
月
か
ら
有
料

化
さ
れ
ま
し
た
。
通
学
バ
ス
の

無
料
化
に
つ
い
て
は
交
通
弱
者

対
策
を
含
め
て
、
全
市
的
な
観

点
か
ら
慎
重
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
事

業
な
ど
、
毎
年
分
析
す
る
こ
と

で
変
化
を
的
確
に
つ
か
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
分

け
に
よ
る
評
価
の
考
え
は
。

事
務
事
業
評
価
対

象
事
業
の
グ
ル
ー
プ
分
け
な
ど
、

評
価
を
重
点
的
に
行
う
手
法
に

つ
い
て
、
今
後
、
検
討
を
進
め

る
予
定
で
す
。

新
規
事
業
の
事
前
評
価

に
つ
い
て
の
対
応
は
。

総
合
計
画
の
「
新

規
事
業
計
画
登
載
調
書
」
の
提

出
を
受
け
、
優
先
度
・
緊
急
度

・
熟
度
の
事
業
評
価
を
実
施
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。

内
部
評
価
に
加
え
、
外

部
評
価
導
入
の
考
え
は
。

評
価
対
象
事
業
の

グ
ル
ー
プ
分
け
と
同
様
に
、
外

部
評
価
等
の
手
法
に
つ
い
て
、

今
後
、
併
せ
て
研
究
・
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
有
財
産
の
有
効
活
用
を

財
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の

進
捗
状
況
は
。公

有
財
産
管
理
シ

ス
テ
ム
は
、
平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
を

し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
空
き
室
を

目
的
外
使
用
と
し
て
条
例
改
正

で
対
応
で
き
る
の
か
。

行
政
財
産
の
建
物

を
、
個
人
に
長
期
に
営
利
目
的

で
専
属
的
に
使
用
さ
せ
る
こ
と

は
、
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
学
習
の
対
応
に
つ
い
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
含
め
た
総
合
的
な
環
境
学
習

施
設
の
設
置
が
効
果
的
と
思
う

が
考
え
は
。

見
て
、
触
れ
て
、

理
解
で
き
る
よ
う
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
や
体
験
施
設
等
の
地

域
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

角
田
　
喜
和
　
議
員

談
合
疑
惑
問
題
の
そ
の
後
の
対
応
は

篠
田
　
　
壽
　
議
員

事
務
事
業
評
価
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
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市
民
の
要
望
は
自
治
会

を
通
じ
て
取
り
上
げ
、
年
間
１

億
５
０
０
０
万
円
強
の
予
算
を

つ
け
て
い
る
。
組
織
に
対
し
本

市
で
は
条
例
等
で
ふ
れ
て
い
な

い
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
い
か

に
考
え
る
か
。条

例
に
よ
り
区
長

報
酬
等
を
支
出
す
る
区
長
制
か

ら
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
運

営
す
る
自
治
会
制
に
移
行
し
た

の
で
、
市
は
自
治
会
と
広
報
紙

配
布
等
業
務
を
契
約
し
、
委
託

料
と
し
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
渋
川
市
民
憲
章

を
制
定
す
る
、
そ
の
憲
章
の
心

を
も
っ
て
協
働
し
て
市
民
が
主

体
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
（
仮
称
）
渋

川
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定
す

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

自
治
基
本
条
例
の

制
定
は
行
政
の
押
し
つ
け
で
な

く
、
市
民
の
行
政
へ
の
参
画
意

識
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
意

欲
な
ど
の
高
ま
り
を
見
な
が
ら

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
場
の
設

置
場
所
が
２
カ
所
か
ら
３
カ
所

に
変
更
さ
れ
、
そ
の
後
地
域
審

議
会
、
保
護
者
説
明
会
を
開
催

し
、
こ
れ
を
も
っ
て
市
民
の
合

意
形
成
の
努
力
は
行
っ
た
と
考

え
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

地
産
地
消
や
食
育

等
を
進
め
安
全
で
お
い
し
い
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
で
一
定
の

合
意
形
成
が
図
れ
た
と
考
え
、

今
後
は
市
民
等
の
貴
重
な
意
見

を
参
考
に
し
て
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

伊
香
保
、
北
橘
地
区
の

自
校
方
式
の
設
備
の
存
続
は
い

か
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

自
校
方
式
の
調
理
場
に

つ
い
て
は
修
繕
等
を
行
い
共
同

調
理
場
へ
の
移
行
時
期
は
地
区

住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
柔

軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
地
方
自
治
は
、
市
民

ニ
ー
ズ
と
そ
の
背
景
、
施
策
化

費
用
と
そ
の
根
拠
・
方
法
論
、

費
用
対
効
果
を
整
理
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
市
民
合
意
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

合
併
時
の
財
政
見
通
し

と
現
状
の
か
い
離
が
大
き
い
。

財
政
計
画
の
見
直
し
は
。

財
政
健
全
化
方
針

を
平
成
23
年
度
に
策
定
し
予
算

編
成
方
式
な
ど
財
政
基
盤
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
と
市
役
所
の
協
働
、

連
携
、
連
動
を
進
め
る
た
め
に
、

市
民
交
流
課(

仮
称)

の
創
設
は
。

課
の
創
設
よ
り
も

当
面
は
、
協
働
と
い
う
観
点
か

ら
、
所
管
す
る
事
務
事
業
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
る
職
員
の
育

成
を
研
修
を
通
じ
て
図
り
た
い
。

臨
時
職
員
の
５
年
の
契

約
が
一
斉
に
終
了
す
る
。
公
民

館
等
は
業
務
に
支
障
を
来
す
心

配
が
あ
る
。
対
応
策
は
。

該
当
臨
時
職
員
が

約
６
割
い
ま
す
が
、
公
民
館
は

地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ

り
一
度
に
全
員
を
入
れ
替
え
な

い
対
応
を
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
名
表
示
問
題
は
測
量

が
な
け
れ
ば
事
業
費
が
激
減
す

る
。
市
長
の
方
針
は
。

大
字
「
渋
川
」
創

（
仮
称
）
渋
川
市
自
治
基
本
条
例
制
定
の
考
え
は

設
と
は
異
な
り
、
公
図
に
よ
る

大
字
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
現

地
の
測
量
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

安
全
安
心
、
中
心
市
街

地
活
性
化
か
ら
町
名
は
重
要
で

す
。
方
法
論
も
含
め
自
治
会
と

話
し
合
い
を
進
め
検
討
し
ま
す
。

西
群
馬
病
院
移
転
の
話

が
聞
こ
え
る
。
用
地
選
定
や
財

政
負
担
等
の
市
の
か
か
わ
り
は
。

西
群
馬
病
院
移
転
の
話

は
来
て
い
ま
す
。
市
民
の
命
を

守
る
た
め
に
は
医
療
の
連
携
が

重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の

調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

移転での建て替えか国立病院機構西群馬病院

合
併
後
の
諸
課
題
と
今
後
の
地
方
自
治
に
つ
い
て

金
子
　
　
渡
　
議
員
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